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令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

 第
だい

２回
かい

大
おお

田
た

区
く

障
しょう

がい者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

支
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

 議
ぎ

事
じ

要
よう

旨
し

 

 

日
にち

 時
じ

：令
れい

和
わ

４年
ねん

１月
がつ

27日
にち

（木
もく

）13時
じ

30分
ふん

から 14時
じ

30分
ふん

まで 

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

：荒
あら

木
き

委
い

員
いん

、石
いし

渡
わた

委
い

員
いん

、川
かわ

﨑
さき

委
い

員
いん

、閑
かん

製
せい

委
い

員
いん

、菊
きく

地
ち

委
い

員
いん

、小
こ

堀
ぼり

委
い

員
いん

、 

佐
さ

藤
とう

委
い

員
いん

、志
し

村
むら

委
い

員
いん

、杉
すぎ

山
やま

委
い

員
いん

、鈴
すず

木
き

委
い

員
いん

、砂
すな

岡
おか

委
い

員
いん

、曾
そ

我
が

委
い

員
いん

、 

高
たか

橋
はし

委
い

員
いん

、長
なが

尾
お

委
い

員
いん

、中
なか

原
はら

委
い

員
いん

、堀
ほり

江
え

委
い

員
いん

、松
まつ

本
もと

委
い

員
いん

、宮
みや

澤
ざわ

委
い

員
いん

、 

宮
みや

田
た

委
い

員
いん

、山
やま

田
だ

委
い

員
いん

、吉
よし

田
だ

委
い

員
いん

（五
ご

十
じゅう

音
おん

順
じゅん

）     

 

１ 開
かい

会
かい

  

 

２ 会
かい

長
ちょう

挨
あい

拶
さつ

  

 

３ 議
ぎ

題
だい

  

（１） 区
く

における障
しょう

がい者
しゃ

差
さ

別
べつ

に係
かか

る相
そう

談
だん

状
じょう

況
きょう

（令
れい

和
わ

３年
ねん

度
ど

上
かみ

半
はん

期
き

分
ぶん

） 

 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

課長
かちょう

が資料
しりょう

１及
およ

び資
し

料
りょう

２に基
もと

づき説
せつ

明
めい

 

 

（松
まつ

本
もと

委
い

員
いん

） 資
し

料
りょう

１整
せい

理
り

番
ばん

号
ごう

２及
およ

び３のように、都
つ

度
ど

対
たい

応
おう

を行
おこな

っていくことは各
かく

部
ぶ

署
しょ

での理
り

解
かい

が広
ひろ

まり大
たい

変
へん

有
ゆう

意
い

義
ぎ

である。 

マスク着
ちゃく

用
よう

が難
むずか

しい方
かた

がいることも広
ひろ

く周
しゅう

知
ち

し、対
たい

応
おう

が難
むずか

しいケースは、

個
こ

別
べつ

に考
かんが

えていくことが必
ひつ

要
よう

であると思
おも

う。 

どういうところで困
こま

っているのか、どういうことが必
ひつ

要
よう

なのか、区
く

民
みん

や都
と

民
みん

に

広
こう

報
ほう

していただきたい。 
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（堀
ほり

江
え

委
い

員
いん

） 資
し

料
りょう

１整
せい

理
り

番
ばん

号
ごう

３について、相
そう

談
だん

者
しゃ

はヘルプマークを携
けい

帯
たい

していた

とあるが、マスク着
ちゃく

用
よう

ができない意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

のマークはつけていたのか。 

  また、対
たい

応
おう

した職
しょく

員
いん

はフェイスシールド等
とう

の提
てい

案
あん

はしたのか。このような対
たい

 

応
おう

が出
で

来
き

れば問
もん

題
だい

も大
おお

きくならなかったのではないか。 

（障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 缶
かん

バッジ等
とう

のマスク着
ちゃく

用
よう

ができない意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

のマークはつけ

ていなかったケースである。今
こん

後
ご

は先
さき

を読
よ

んだ対
たい

応
おう

をするよう、当
とう

該
がい

職
しょく

員
いん

へ指
し

導
どう

を行
おこな

ったという報
ほう

告
こく

を受
う

けている。 

（堀
ほり

江
え

委
い

員
いん

） 最
さい

終
しゅう

的
てき

に相
そう

談
だん

者
しゃ

は、図
と

書
しょ

館
かん

での用
よう

事
じ

を済
す

ますことができたのか。 

（障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 用事
よ う じ

は終
お

えたが、配
はい

慮
りょ

のない対
たい

応
おう

をされたことに対
たい

し、メール

をいただいた事
じ

例
れい

である。 

（堀
ほり

江
え

委
い

員
いん

） 用
よう

事
じ

を終
お

えられたということであれば、備
び

考
こう

欄
らん

等
とう

に結
けっ

果
か

まで記
しる

した方
ほう

がよいのではないか。 

（障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 次
じ

回
かい

からは追
つい

跡
せき

の部
ぶ

分
ぶん

含
ふく

めて記
き

載
さい

を行
おこな

っていく。 

（志
し

村
むら

委
い

員
いん

） ヘルプカードは当
とう

事
じ

者
しゃ

が自
じ

分
ぶん

の困
こん

難
なん

さを周
しゅう

囲
い

に伝
つた

える役
やく

割
わり

もある。携
けい

帯
たい

していれば何
なん

でも配
はい

慮
りょ

をしてもらえるのではないことを当
とう

事
じ

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

にもご

理
り

解
かい

いただければと考
かんが

える。また、見
み

ただけでは分
わ

からないことは、やはり伝
つた

え

ていく努
ど

力
りょく

も大
だい

事
じ

なのではないかと考
かんが

える。本
ほん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

でもこのような啓
けい

発
はつ

を

行
おこな

っていきたい。 

（石
いし

渡
わた

会
かい

長
ちょう

） コロナ禍
か

で大
たい

変
へん

な時
じ

期
き

であるが、障
しょう

がいがある方
かた

たちの新
あたら

しい力
ちから

を発
はっ

見
けん

する機
き

会
かい

にもなったと思
おも

っている。マスク着
ちゃく

用
よう

が難
むずか

しい方
かた

に対
たい

して、様
さま
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々
ざま

な工
く

夫
ふう

を支
し

援
えん

者
しゃ

が行
おこな

うことで、発
はっ

達
たつ

障
しょう

がいの感
かん

覚
かく

過
か

敏
びん

の方
かた

がマスクをつけら

れるようになったという話
はなし

も聞
き

いている。 

（砂
すな

岡
おか

委
い

員
いん

） 区
く

が作
さく

成
せい

したマスク着
ちゃく

用
よう

ができない意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

の缶
かん

バッジは、障
しょう

が

い者
しゃ

団
だん

体
たい

、福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

、障
しょう

がい者
しゃ

施
し

設
せつ

等
とう

を通
つう

じて配
はい

布
ふ

を行
おこな

ったのか。 

また、缶
かん

バッジははねぴょんのイラストが入
はい

ったデザインであるが、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に

は、犬
いぬ

のマークがついたブルーのマークが普
ふ

及
きゅう

しているため、一
ひと

目
め

見
み

て分
わ

かるよ

うなマークに統
とう

一
いつ

したほうがよいのではないか。 

（障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス推
すい

進
しん

担
たん

当
とう

課
か

長
ちょう

） 缶
かん

バッジは数
かず

に限
かぎ

りがあったため、施
し

設
せつ

全
ぜん

員
いん

への配
はい

布
ふ

は行
おこな

っていない。一
いっ

方
ぽう

で、缶
かん

バッジをつけることの是
ぜ

非
ひ

も非
ひ

常
じょう

に難
むずか

し

い判
はん

断
だん

であった。意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

を希
き

望
ぼう

されない方
かた

もいることを考
こう

慮
りょ

し、限
かぎ

られた個
こ

数
すう

を窓
まど

口
ぐち

で配
はい

布
ふ

する形
かたち

とした。 

  大
おお

田
た

区
く

ならではのマークということではねぴょんのマークを採
さい

用
よう

した。再
さい

度
ど

作
さく

 

成
せい

するかは未
み

定
てい

であるが、作
さく

成
せい

する場
ば

合
あい

はデザインについて検
けん

討
とう

する必
ひつ

要
よう

はある

と感
かん

じた。 

（砂
すな

岡
おか

委
い

員
いん

） 意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

を希
き

望
ぼう

されない方
かた

もいるが、もっと広
ひろ

く周
しゅう

知
ち

を行
おこな

った方
ほう

が

よいと思
おも

う。 

 

 

 

（２）区
く

の相
そう

談
だん

事
じ

例
れい

と全
ぜん

国
こく

の報
ほう

道
どう

事
じ

例
れい

及
およ

び区
く

の取
とり

組
く

みについて 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

が資
し

料
りょう

３に基
もと

づき説
せつ

明
めい
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（川
かわ

﨑
さき

委
い

員
いん

） 診
しん

療
りょう

拒
きょ

否
ひ

について、コロナ禍
か

において、精
せい

神
しん

科
か

病
びょう

院
いん

では本
ほん

当
とう

に大
たい

変
へん

な思
おも

いをしたと院
いん

長
ちょう

から伺
うかが

った。感
かん

染
せん

者
しゃ

の転
てん

院
いん

先
さき

に精
せい

神
しん

科
か

の医
い

師
し

を派
は

遣
けん

する等
とう

、

病
びょう

院
いん

側
がわ

の不
ふ

安
あん

を軽
けい

減
げん

する配
はい

慮
りょ

を行
おこな

わなければならない。これを機
き

に今
こん

後
ご

のこと

を考
かんが

えていけたらと思
おも

っている。 

  施
し

設
せつ

コンフリクトについて、近
きん

隣
りん

住
じゅう

民
みん

へ施
し

設
せつ

のことや障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

に 

ついて説
せつ

明
めい

をしても、理
り

解
かい

がされず嘆
なげ

かわしいと感
かん

じる。 

私
わたし

どもの活
かつ

動
どう

として、精
せい

神
しん

障
しょう

がいのある方
かた

が就
しゅう

労
ろう

している店
みせ

に地
ち

域
いき

の方
かた

を招
まね

 

き、関
かか

わり合
あ

う中
なか

で精
せい

神
しん

障
しょう

がいの理
り

解
かい

を広
ひろ

めていくということを行
おこな

っている。

近
きん

隣
りん

の高
こう

齢
れい

の方
かた

や近
ちか

くの学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

が訪れ、和
わ

気
き

あいあいとしている。ぜひこ 

のような活
かつ

動
どう

を進
すす

めていただきたい。 

（石
いし

渡
わた

会
かい

長
ちょう

） 横
よこ

浜
はま

市
し

では施
し

設
せつ

コンフリクトを機
き

に、精
せい

神
しん

障
しょう

がいのある方
かた

のグルー

プホームについて、Ｄ
ディー

Ｖ
ブイ

Ｄ
ディー

や映
えい

画
が

を作
さく

成
せい

し理
り

解
かい

を広
ひろ

めていた。 

（鈴
すず

木
き

委
い

員
いん

） 大
おお

田
た

区
く

のYouTube
ユーチューブ

にて公
こう

開
かい

されている手
しゅ

話
わ

ドラマ「明日
あ し た

へ。」は内
ない

容
よう

も

分
わ

かりやすいため、紹
しょう

介
かい

する機
き

会
かい

をつくっていきたい。本
ほん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

等
とう

を活
かつ

用
よう

し、

発
はっ

信
しん

をしていきたいと思
おも

う。 

  新
あら

井
い

宿
じゅく

福
ふく

祉
し

園
えん

のお祭
まつ

りでは、まちのプロジェクトの一
いっ

環
かん

として、思
おも

いやり強
きょう

 

化
か

月
げっ

間
かん

を行
おこな

った。困
こま

りごとを感
かん

じている方
かた

等
とう

を助
たす

けられる人
ひと

が助
たす

けていこうでは

ないかと。障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

や合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

という言
こと

葉
ば

は、一
いっ

般
ぱん

の方
かた

からすると

馴
な

染
じ

みがない。差
さ

別
べつ

はいけないということではなく、思
おも

いやりを持
も

っていこうと

いう伝
つた

え方
かた

の方
ほう

がよいのではないか。このような活
かつ

動
どう

は今
こん

後
ご

、年
ねん

間
かん

を通
とお

してやっ
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ていこうと話
はなし

をしているところである。 

（障
しょう

がい者
しゃ

総
そう

合
ごう

サポートセンター次
じ

長
ちょう

） 手
しゅ

話
わ

ドラマ「明
あし

日
た

へ。」は、現
げん

在
ざい

、再
さい

生
せい

回
かい

数
すう

は３万
まん

回
かい

以
い

上
じょう

である。今
こん

後
ご

も周
しゅう

知
ち

を進
すす

めていきたい。 

  「思
おも

いやり強
きょう

化
か

月
げっ

間
かん

」や合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の言
こと

葉
ば

に関
かん

する取
とり

組
く

み等
とう

、一
い

緒
っしょ

になって 

取
と

り組
く

んでいきたい。 

（志
し

村
むら

委
い

員
いん

） 自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の防
ぼう

災
さい

部
ぶ

会
かい

において、防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

等
とう

で町
ちょう

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

を

回
まわ

るとき、町
ちょう

会
かい

・自
じ

治
ち

会
かい

の方
かた

々
がた

は、まちのみんな楽
たの

しくつながり合
あ

っていくと

いうことを目
め

指
ざ

している。「障
しょう

がい」として括
くく

る必
ひつ

要
よう

があるのか疑
ぎ

問
もん

に感
かん

じると

ころはある。 

  ヘルプカードは自
じ

分
ぶん

を示
しめ

すツールになればいいと思
おも

っている。差
さ

別
べつ

は語
かた

りづら 

い話
わ

題
だい

ではあるが、法
ほう

律
りつ

ができたから区
く

がやるべきということではなく、本
ほん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

委
い

員
いん

等
とう

が主
しゅ

体
たい

となり、取
とり

組
く

みの発
はっ

信
しん

等
とう

を行
おこな

っていく必
ひつ

要
よう

がある。 

防
ぼう

災
さい

部
ぶ

会
かい

は権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

も考
かんが

えたく、防
ぼう

災
さい

あんしん部
ぶ

会
かい

と銘
めい

打
う

ち、当
とう

事
じ

者
しゃ

委
い

員
いん

中
ちゅう

心
しん

 

に、差
さ

別
べつ

とは何
なに

か等
とう

を話
はな

せる場
ば

面
めん

をつくっていきたいと考
かんが

えている。本
ほん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

も

公
こう

開
かい

性
せい

を持
も

ち、地
ち

域
いき

の良
よ

い取
とり

組
く

みを吸
す

い上
あ

げ、発
はっ

信
しん

していってほしい。 

（杉
すぎ

山
やま

委
い

員
いん

） 養
よう

護
ご

学
がっ

校
こう

で差
さ

別
べつ

の授
じゅ

業
ぎょう

をしてもらいたい。暴
ぼう

力
りょく

や暴
ぼう

言
げん

を受
う

けた時
とき

は

助
たす

けを求
もと

められるが、差
さ

別
べつ

は相
そう

談
だん

していいか分
わ

からない。相
そう

談
だん

場
ば

所
しょ

も分
わ

からない。    

授
じゅ

業
ぎょう

でこのようなことを言
い

われたら差
さ

別
べつ

に該
がい

当
とう

するということや悩
なや

んだとき

の相
そう

談
だん

先
さき

も示
しめ

してもらいたい。 

（障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 授
じゅ

業
ぎょう

の出
しゅっ

張
ちょう

先
さき

については検
けん

討
とう

を行
おこな

っていく。 
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（砂
すな

岡
おか

委
い

員
いん

） 別
べっ

紙
し

６おおた区
く

報
ほう

「障
しょう

がい特
とく

集
しゅう

号
ごう

」の問
とい

合
あい

先
さき

の電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

は市
し

外
がい

局
きょく

番
ばん

の 03をつけたほうがよいのではないか。 

（障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

） 区
く

報
ほう

の基
き

準
じゅん

に沿
そ

った表
ひょう

現
げん

になっていると思
おも

われる。広
こう

報
ほう

担
たん

当
とう

と調
ちょう

整
せい

を行
おこな

う。 

 

４ 事
じ

務
む

連
れん

絡
らく

 

 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

が資
し

料
りょう

４-１、４-２に基
もと

づき説
せつ

明
めい

 

 

（石
いし

渡
わた

会
かい

長
ちょう

） 要
よう

綱
こう

改
かい

正
せい

及
およ

び会
かい

議
ぎ

全
ぜん

体
たい

を通
とお

して質
しつ

問
もん

や意
い

見
けん

があれば伺
うかが

いたい。 

（宮
みや

田
た

委
い

員
いん

） 差
さ

別
べつ

している方
かた

たちは、差
さ

別
べつ

しているという感
かん

覚
かく

がないまま発
はつ

言
げん

され

ている。地
じ

道
みち

な活
かつ

動
どう

ではあるが、法
ほう

律
りつ

がある以
い

上
じょう

、一
ひと

つずつご理
り

解
かい

をいただき

たいと感
かん

じる。 

  ヘルプカードは自
じ

分
ぶん

を示
しめ

すツールであるが、何
なに

を示
しめ

しているかは、ご本
ほん

人
にん

の自
じ

 

助
じょ

努
ど

力
りょく

もある程
てい

度
ど

必
ひつ

要
よう

と考
かんが

える。自
じ

分
ぶん

の障
しょう

がいを周
しゅう

囲
い

に明
あき

らかにしたくない

方
かた

もいるが、困
こま

っていることを発
はっ

信
しん

しやすい世
よ

の中
なか

に変
か

えていくことも、障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の役
やく

割
わり

ではないかと感
かん

じた。 

（川
かわ

﨑
さき

委
い

員
いん

） 東
とう

京
きょう

新
しん

聞
ぶん

に精
せい

神
しん

障
しょう

がい者
しゃ

の運
うん

賃
ちん

割
わり

引
びき

の導
どう

入
にゅう

が遅
おく

れているという記
き

事
じ

が掲
けい

載
さい

されていた。 

精
せい

神
しん

障
しょう

がいが障
しょう

がいとして位
い

置
ち

付
づ

けられたのは、障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

からであり、 

他
ほか

の障
しょう

がいよりも遅
おく

れての位
い

置
ち

付
づ

けとなった。しかし、他
ほか

の障
しょう

がいと同
どう

様
よう

に制
せい

度
ど

を利
り

用
よう

していきたい。鉄
てつ

道
どう

会
がい

社
しゃ

に直
じき

訴
そ

に行
い

ったこともあるが解
かい

決
けつ

には至
いた

って

いない。 
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   精
せい

神
しん

障
しょう

がい者
しゃ

が通
つう

院
いん

や社
しゃ

会
かい

的
てき

な活
かつ

動
どう

をするに当
あ

たり、鉄
てつ

道
どう

を利
り

用
よう

する機
き

会
かい

はある。都
と

営
えい

地
ち

下
か

鉄
てつ

は運
うん

賃
ちん

割
わり

引
びき

を行
おこな

っているが、他
ほか

の鉄
てつ

道
どう

会
がい

社
しゃ

は行
おこな

っていな

いところが多
おお

い。差
さ

別
べつ

ではないが、精
せい

神
しん

障
しょう

がいは何
なん

となく区
く

別
べつ

されているよう

に感
かん

じる。医
い

療
りょう

費
ひ

や交
こう

通
つう

費
ひ

等
とう

、制
せい

度
ど

の遅
おく

れから大
たい

変
へん

な思
おも

いをしている方
かた

がいる

ことを知
し

っていただきたい。 

 

５ 福
ふく

祉
し

部
ぶ

長
ちょう

挨
あい

拶
さつ

  

 

６ 閉
へい

会
かい

  

 


